
風
信

　
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）七
月
ご
ろ
、
友
人
の
紹
介
に
よ
り
長
崎
歴
史
文
化
協

会
で
の
講
座
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
国
交
省
長
崎
河
川
国
道
事
務
所
の
依

頼
で「
長
崎
街
道
と
近
代
化
遺
産
案
内
」の
冊
子
を
作
成
中
で
し
た
の
で
、
七
月
二
十

三
日
に
こ
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
折
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
い
た「
長

崎
市
の
近
代
都
市
形
成
史
」の
連
続
講
座
を
お
願
い
し
て
み
よ
う
と
思
い
、
越
中
先

生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
ご
了
解
を
頂
き
、
本
講
座
を
開
始
し
ま
し
た
。

　「
長
崎
歴
史
文
化
協
会
　
講
座
　
第
Ⅰ
期
」（
長
崎
市
の
都
市
形
成
史
─
近
代
都
市

の
形
成
と
町
の
賑
わ
い
─
）は
、
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）七
月
か
ら
平
成
二
十

七
年（
二
〇
一
五
）九
月
ま
で
の
四
年
間
、
年
間
三
回
か
ら
四
回
で
、
月
曜
日
の
十
時

三
〇
分
か
ら
十
二
時
に
行
い
ま
し
た
。

　「
長
崎
市
近
代
都
市
形
成
史
第
Ⅰ
期
」は
終
了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
を
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

第
〇
回
　「
長
崎
街
道
と
近
代
化
遺
産
」�

平
成
24
年
7
月
23
日

　
　
　
　
　
長
崎
街
道
沿
い
の
近
代
化
遺
産
の
紹
介

第
一
回
　「
港
湾
改
修
事
業
と
都
市
の
形
成
」	�

平
成
24
年
10
月
22
日

第
二
回
　「
道
路
の
近
代
化
」�

平
成
25
年
3
月
11
日

　
　
　
　
　
長
崎
街
道
・
時
津
街
道
・
茂
木
街
道
・
野
母
街
道
の
改
修

第
三
回
　「
疫
病
と
の
戦
い
と
下
水
道
の
設
備
」�

平
成
25
年
5
月
27
日

第
四
回
　「
日
本
で
最
初
の
ダ
ム
式
水
道
の
建
設
と
吉
村
長
策
」

�

平
成
25
年
11
月
18
日

第
五
回
　「
第
二
次
長
崎
港
改
良
工
事
」�

平
成
26
年
6
月
23
日

第
六
回
　「
長
崎
水
道
第
一
次
拡
張
」�

平
成
26
年
7
月
28
日

　
　
　
　
　
西
山
・
本
河
内
低
部
ダ
ム
の
建
設

第
七
回
　「
外
国
航
路
に
よ
る
長
崎
港
の
賑
わ
い
」�

平
成
26
年
11
月
17
日

第
八
回
　「
明
治
・
大
正
の
長
崎
の
街
並
み
」	�

平
成
26
年
12
月
8
日

第
九
回
　「
上
海
航
路
の
時
代
」�

平
成
27
年
3
月
16
日

第
一
〇
回
　「
雲
仙
公
園
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
」�

平
成
27
年
5
月
25
日

第
一
一
回
　「
上
海
航
路
と
雲
仙
リ
ゾ
ー
ト
」	�

平
成
27
年
7
月
16
日

第
一
二
回
　「
国
際
観
光
路
線
」�

平
成
27
年
9
月
7
日

　
こ
れ
ら
の
講
座
の
内
容
を
ま
と
め
て
、
平
成
二
十
七
年
八
月
十
二
日（
水
）か
ら
八

月
十
七
日（
月
）ま
で
、
長
崎
市
浜
屋
デ
パ
ー
ト
催
事
場
で「
モ
ダ
ン
長
崎
展
」─
地
図

と
絵
葉
書
で
見
る
長
崎
市
の
変
遷
─
を
展
示
し
ま
し
た
。
短
い
期
間
で
し
た
が
、
多

く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
っ
た
展
示
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
都
市
の
基
盤
構
造
物
や
産
業
革
命
の
遺
構
が
、
近
代
化
遺
産
と
し
て
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
の
重
要
有
形

文
化
財
や
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
戦
前
の
長
崎

市
は
他
都
市
に
比
べ
て
市
域
が
狭
く
、

そ
の
中
で
外
国
人
居
留
地
が
建
設
さ
れ

た
関
係
か
ら
、
全
国
で
も
早
く
都
市
の

近
代
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
長
崎
市
で
は
、
①
市
街
地
の
東
側
に
都

市
施
設（
道
路
、橋
梁
、水
道
施
設
な
ど
）、

②
市
街
地
の
西
岸
に
は
造
船
業
施
設

（
ド
ッ
ク
、
ク
レ
ー
ン
、
工
業
建
築
な
ど
）、

③
市
の
南
部
の
長
崎
港
の
入
り
口
付
近

に
は
石
炭
・
通
信
施
設（
造
船
、
高
島
・

端
島
炭
坑
、
海
底
電
信
施
設
、
灯
台
）な

ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
狭
い
市
域
の

中
に
集
中
的
に
近
代
化
遺
産
が
保
存
さ

れ
て
い
る
の
が
、
日
本
の
他
の
ど
こ
の

都
市
に
も
な
い
、
長
崎
市
の
特
徴
で
す
。

　
次
の
長
崎
歴
史
文
化
協
会
の
講
座
で
は
、
こ
れ
ら
の
近
代
化
遺
産
を
紹
介
す
る「
第

Ⅱ
期
長
崎
市
の
近
代
化
遺
産（
近
代
化
遺
産
を
巡
る
）」を
始
め
ま
し
た
。
講
座
の
課

題
は
、
長
崎
市
の
近
代
化
遺
産
巡
り（
長
崎
市
民
の
誇
り
─
先
人
が
残
し
た
長
崎
市

民
へ
の
遺
産
─
）を
考
え
る
こ
と
で
す
。
講
座
に
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
様
と
、
長
崎

市
の
近
代
化
遺
産
の
価
値
に
つ
い
て
議
論
し
、
そ
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
考
え
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
第
Ⅱ
期
長
崎
市
の
近
代
化
遺
産（
近
代
化
遺
産
を
巡
る
）」は

次
の
よ
う
な
内
容
で
進
め
て
い
ま
す
。

第
一
回
　
長
崎
市
の
橋
の
歴
史（
一
）�

平
成
27
年
11
月
16
日

　
　
　
　
　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代（
石
橋
、
木
鉄
混
交
橋
、
鉄
橋
の
時
代
）

第
二
回
　
長
崎
市
の
橋
の
歴
史（
二
）�

平
成
28
年
3
月
7
日

　
　
　
　
　
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
時
代
）

第
三
回
　
長
崎
市
の
近
代
化
遺
産（
一
）　
長
崎
市
の
橋
梁�

平
成
28
年
5
月
9
日

　
　
　
　
　
長
崎
市
橋
巡
り（
橋
の
近
代
化
遺
産
）

　
次
回
以
降
の
予
定
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
四
回
　
長
崎
市
の
近
代
化
遺
産（
二
）港
湾
改
良
事
業
と
鉄
道�

6
月
27
日（
月
）

第
五
回
　
長
崎
市
の
近
代
化
遺
産（
三
）長
崎
市
水
道
事
業�

講
座
日
未
定

第
六
回
　
長
崎
市
の
近
代
化
遺
産（
四
）長
崎
市
の
道
路
施
設（
道
路
・
ト
ン
ネ
ル
）	

�

講
座
日
未
定

　
そ
の
後
、
①
長
崎
市
街
地
の
近
代
化
遺
産（
水
道
施
設
な
ど
）、
②
長
崎
港
口
の
近

代
化
産
業
遺
産（
炭
坑
施
設
、
海
底
電
線
施
設
、
灯
台
、
小
菅
修
船
場
）、
三
菱
関
係

産
業
遺
産（
ド
ッ
ク
、ク
レ
ー
ン
、工
場
建
築
）、国
指
定
有
形
文
化
財
、国
指
定
史
跡
、

世
界
遺
産
の
解
説
を
行
い
ま
す
。

　
時
間
を
か
け
て
、
講
師
と
聴
い
て
下
さ
る
方
が
納
得
で
き
る
時
間
の
流
れ
を
楽
し

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
講
演
は
全
て
画
像
・
映
像
で
紹
介
し
、
誰
に
で
も
親
し

め
る
最
先
端
の
歴
史
表
現
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
長
崎
歴
史
文
化
協
会
事
務
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

一
、
長
崎
で
六
月
一
日
と
言
え
ば「
小こ

家や

入い

り
」の
日
で
あ
り
、
一
年
ぶ
り
に「
シ
ャ
ギ
リ
」

の
音
が
早
朝
よ
り
聞
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の
踊
町
は
ど
こ
ど
こ
で
あ
ろ
う

か
と
考
え
る
。「
今
年
は
ジ
ャ
踊
り
が
あ
り
、
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
ー
も
あ
る
そ
う
で
す
。」と

お
き
き
し
ま
し
た
。

四
〇
七
号
　
平
成
二
十
八
年
六
月
十
日

長
崎
市
の
近
代
都
市
形
成
史（
第
Ⅱ
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
講
座
）の
ご
案
内

一
、「
小
家
入
り
」の
事
に
つ
い
て
は
、「
幕
府
時
代
の
長
崎
」第
十
章
六
月
の
項（
P.

三
三
二
）を
読
ま
れ
る
と
よ
い
。（
大
正
二
年
長
崎
市
発
刊
─
増
補
訂
正
版
昭
和
四
十
八

年
刊
）

一
、六
月
二
日（
木
）午
前
十
時
半
よ
り
ア
マ
ラ
ン
ス
会
議
室
に
て
平
成
二
十
八
年
度
長
崎

歴
史
文
化
協
会
役
員
会
が
あ
り
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
今
年
度
事
業
計
画
を
中
心
に

話
が
進
め
ら
れ
た
。

一
、六
月
四
日（
土
）午
后
二
時
よ
り
長
崎
純
心
大
学
主
催
、（
本
会
後
援
）「
第
五
五
回
長
崎

キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
」を
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
ホ
ー
ル
に
て
、
講
師
に
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
助
教
川
上
秀
人
先
生
を
迎
え
開
催
。
演
題
は「
長
崎
の
教
会
建
築
」で
あ

り
、
多
方
面
よ
り
参
会
者
多
く
盛
会
で
あ
っ
た
。

一
、六
月
十
日（
旧
暦
五
月
六
日
）は
四
季
暦
で
は
五つ

ゆ
月
雨
入
り
と
あ
り
、昔
の
人
は「
つ
ゆ
」

は「
雨
七
日
、
日
七
日
、
風
七
日
」と
言
い「
つ
ゆ
」は
二
十
一
日
間
で
あ
る
と
い
う
。

一
、
津
田
尚
美
女
史
来
訪
、
長
崎
座
敷
唄
を「
う
た
え
継
ぐ
人
」が
少
な
く
な
っ
た
の
で「
長

崎
座
敷
唄
の
会
」を
つ
く
り
た
い
の
で
協
力
し
て
下
さ
い
と
の
事
。
戦
前
の
長
崎
座
敷

唄
は
、
三
菱
造
船
所
関
係
を
中
心
に
阪
神
・
東
京
方
面
よ
り
の
来
訪
者
多
く
、
富
貴
楼
、

花
月
、
一
力
そ
の
他
、
各
町
々
の
料
亭
で
も
三
味
線
の
音
に
あ
わ
せ
て
聞き
こ

え
て
い
た
事

を
思
い
だ
す
。

一
、
東
京
よ
り
大
隈
孝
一
先
生
来
訪
。
前
回
発
刊
さ
れ
た「
祈
る《Praying

》」国
際
的
に

も
有
名
と
な
り
英
・
佛
・
独
語
に
て
出
版
し
た
の
で
と
持
参
し
て
下
さ
っ
た
。（
オ
フ
ィ

ス
隈
刊
二
、八
〇
〇
円
＋
税
）

一
、
野
村
美
術
館
よ
り『
研
究
紀
要
第
25
号
』川
上
不
白
、
青
木
大
米
、
蛇
蝎
薬
等
の
研
究
。

毎
回
お
お
い
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
大
矢
正
人
先
生
よ
り『
長
崎
原
爆
の
記
録
映
像
と
原
爆
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』（
長
崎
総

科
大
平
和
文
化
研
究
所
刊
）長
崎
原
爆
の
事
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
る
事
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

一
、
純
心
大
学
博
物
館
よ
り『
信
徒
発
見
一
五
〇
周
年
記
念
講
演
集
』。
片
岡
学
長
の「
何

が
信
徒
発
見
を
可
能
に
し
た
の
か
」、
古
巣
神
父
の「
記
念
劇
復
活
物
語
」と
も
に
大
い

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。（
純
心
大
博
物
館
刊
）

一
、
高
山
文
彦
先
生
よ
り
自
作
の「
生
き
抜
け
　
そ
の
日
の
た
め
に
」─「
長
崎
の
被
差
別

部
落
と
キ
リ
シ
タ
ン
」と
副
題
あ
り
、
何
か
教
え
ら
れ
る

も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。（
解
放
出
版
社
刊
、
二
、
三

〇
〇
円
）

長
崎
大
学
名
誉
教
授
　
岡
林
　
隆
敏

講座風景


